
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

■ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

引き続き都心エネルギープランに基づく取組を進めると共に、社会状況の変化等を捉えた都心エネルギーマスタープランの改定に向けた検討を
引き続き進める。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

活動指標については、令和５年度末時点で協議済み件数が累計１９件となったものの、協議中を含めると２
０件であり概ね計画通りに進捗している。成果指標については、計画通り進捗している。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

53 54 54 54 54 54

↓

アウトカム
成果指標1

エネルギーネットワーク接続建物の延べ面積割合 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

10 20 19 30 40 50

人工

指標

アウトプット
活動指標1

札幌都心Ｅ！まち開発推進制度による協議件数の累計 という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

2.3 人工

令和6年度予算額 22,000 千円 うち特定財源 7,000 千円 正規職員業務量 2.3

正規職員業務量 2.3 人工

令和5年度決算額 11,777 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 2.3 人工

令和5年度予算額 13,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

都心部においてプランに位置付けるプロジェクトを官民連携で展開することで、都心の低炭素化や強靭化、快適性の向上を図
る。都心のまちづくりを環境・エネルギーの面から支えることで世界的な環境課題に取り組むとともに、都心の魅力向上を通じ
都市間競争力の強化を図る。

他都市の状況

・国の２０５０年カーボンニュートラル宣言、全国１１１２自治体のゼロカーボンシティ宣言（Ｒ６．６．２８時点）、全国で７３提案が
脱炭素先行地域に選定（Ｒ６．３．１８時点）
・全国１，７３２自治体が国土強靭化地域計画策定済（Ｒ６．４．１時点）

市民参加の実施

令和4年度決算額 11,062 千円 うち特定財源 0

施策名 エネルギー利用に関する世界トップレベルの取組が展開され、高い

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社
会的課題）

「都心エネルギーマスタープラン」（２０１８年３月策定）、「都心エネルギーアクションプラン」（２０１９年１２月策定）及び「都心エ
ネルギーアクションプラン後半期間編２０２４－２０３０」（令和６年７月策定）からなる「都心エネルギープラン」に基づき、都心の
低炭素で持続可能なまちづくりに向けた取組を進めている。
昨今の世界的な脱炭素化の流れや深刻化する気候変動への対応、ＧＸの推進など社会状況は大きく変化しており、これらの
変化を的確に捉えた取組を引き続き推進する必要がある。

事業内容
（何を実施し）

＿「都心エネルギープラン」の進行管理（学識者を含む関係主体による「都心エネルギープラン推進委員会」における意見交換
の実施等）
②「都心エネルギーアクションプラン後半期間編２０２４－２０３０」の策定に向けた検討
③札幌都心Ｅ！まち開発推進制度の効果的な波及手法検討
④再エネ電力導入拡大手法の検討
⑤「都心エネルギーマスタープラン」の改定を見据えた基礎検討

事業名 都心エネルギープラン推進費

評価担当課 所   属 政）政策企画部　都心まちづくり 電話番号 011-211-2692

事業評価調書

年度 令和5年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 37048


